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要 約 

地震動強さ指標(PGA, PGV, PGA×PGV)から計測震度をより精度良く推定することを目的

として、1995年兵庫県南部地震以降に震度5強以上を観測した国内の20地震での記録を用い

て、地震動強さ指標と計測震度の関係に対するマグニチュードの影響について検討した。

さらに、高震度域での地震動強さ指標と計測震度の関係に対する回帰式として、1次式と2
次式のどちらの適合度が高いかについて、AIC(赤池情報量規準)に基づいて検討した。これ

らの結果を踏まえて、各種の地震動強さ指標とマグニチュードを用いて計測震度を推定す

る関係式を提案した。 
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